

































































排出と植林やCO２の回収・貯留（CCS : Carbon 































The Belt and Road Initiative）」経済圏構想があ
る。実際，BRIにおける中国の目的の中には，その
広大な経済圏内における「環境保護」のための相互
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界民族学人類学研究センターの主催で実施された研
究会における講演原稿に加筆修正を施したものであ
る。貴重な機会を与えてくださった同研究センター
の包智明センター長（当時，現在は雲南民族大学教
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富む有益なコメントをいただいた張海洋先生，的確
で刺戟的な質問を投げかけてくださった学生の皆様
に，心より感謝申し上げたい。
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2017年４月18日に，日中経済協会北京事務所のアレ
ンジによって実現した。ご同行いただいた同事務所
の澤津直也氏，海外電力調査会北京事務所長の眞田
晃氏，新日鉄住金グループの浜崎由基氏ほかご関係
の皆様，見学とヒヤリングにご協力くださったうえ
に，校正段階で筆者の事実誤認を正していただいた
豊田通商（中国）有限公司北京金属部金属開発グ
ループ（聯通出向中）の砂賢作氏，Ｉ社の近藤久嗣
氏，周浩氏，時山晃一氏，黒田悠太氏，ほか各社の
ご関係の皆様に心より感謝いたします。ただし，本
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